
目

次

序

文
　

(小
倉
金
之
助
)

は

し

が

き

一

　

科

学

五
十

年

の
展

望

と
時

代

区
分

1
　

日
本
の
科
学

の
特
質
　

三

日
本
の
科
学
に
関
す
る
世
界
的
評
価
(
三)
　

日
本
の
科
学
技
術
の
性
格

(六)

2
　

日
本
近
代
科
学
史
の
時
代
区
分
　
一
〇

時
代
区
分
の
方
法
(
一〇)
　

日
本
科
学
史
の
時
代
区
分
(
一二)

3
　

展

望
　

一四

第

一
期
＝

一
八
六
八
年

か
ら

一
八
八
五
年
ま
で

(
一
四)
　

第

二
期
＝

一
八
八
六
年
か
ら

一
九
〇
〇
年
ま
で

(
一
五)

第

三
期
＝

一
九
〇

一
年
か
ら

一
九

一
四
年
ま
で

(
一六
)
　

第
四
期
＝

一
九

一
五
年
か
ら

一
九
三
〇
年
ま
で

(
一
九)

第

五
期
＝

一
九
三

一
年
か
ら

一
九
四
五
年
ま

で

(
二
二)
　

第

六
期
＝

一
九
四
六
年
か
ら
現
在
ま
で

(
二
四)



二
　

日
本

産

業

革

命

の
完

成

1
　

工
部

省

の
設
置
　
二
七

日
本
産
業
革
命
の
特
色

(
二
七)
　

工
部
省
は
な
に
を
し
た
か

(
二
八)

2
　

鉱

山
技

術

の
近
代
化
　

三
一

産
業
革
命
に
お
い
て
先
駆
す
る
鉱
山
技
術

(三
一)
　

足
尾
銅
山
と
古
河
市
兵
衛

(
三
二)

3
　

工
場
法

の
制
定
　

三
四

工
場
法
制
定
の
経
過

(三四
)
　

労
仂
組
合
の
発
生
と
社
会
主
義
の
展
開

(
三
六)

4
　

近
代
紡
績

業

の
発

展
　

三
七

機
械
紡
績
業
の
移
植

(
三
八)　

豊
田
佐
吉
の
自
動
織
機

(四〇
)
　

日
本
紡
績
業
の
世
界
的
地
位

(四
一
）

5
　

蒸
氣

動
力

の
確
立
　

四
一

動
力
の
う
つ
り
か
わ
り

(四
二)
　

東
洋

一
、
芝
浦
製
作
所
製
の
一
三
〇
〇
馬
力
蒸
気
機
関

(
四
三)　

宮
原
二
郎

の
水
管
式
汽
罐

(四四)

6
　

運
輸
技

術

の
発

展
　

四
五

国
有
鉄
道
の
威
立
過
程

(
四
五)　

わ
が
国
最
初
の
国
産
機
関
車

(四七)
　

日
本
郵
船
会
社
と
外
国
航
路
の
開

拓

(四八)
　

常
陸
丸
の
建
造

(
四九
)
　

日
本
海
運
業
の
世
界
的
地
位

(
五
〇)

三

　

近

代

自

然

科

学

の
移

植

1
　

外

人
教
師

に
よ

る
移
植
　

五
二

日
本
近
代
科
学
の
系
譜

(
五
二)
　

明
治
前
半
期
の
外
人
教
師

・
技
術
者
一
覧
表

(
五三
)　

開
拓
者
精
神

(
五七)

2
　

海
外

留
学
生

に
よ

る
移
植
　
五
七

交
部
省
留
学
生

(五八
)
　

櫻
井
錠
二
、
海
外
留
学
の
思
い
出

(
五
九)

3
　
東

京

大
学
―

移
植

の
中

心
　

六
〇

近
代
科
学
移
植
の
中
心
基
地

(
六
〇)　

東
京
帝
国
大
学
の
成
立

(六
一)
　

学
位
令
の
公
布
、博
士
の
始
め

(六三)

4
　

学

会

の
創

始
と
東

京
学

士
会
院
　

六
五

東
京
数
学
会
社
、
学
会
の
は
じ
め

(
六
五)　

わ
が
国
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
は
じ
め
(
六
六)
　

専
門
学
会
の

誕
生

(
六八)

5
　

研
究
機
関

の
は

じ
ま
り
　

七
〇

近
代
科
学
の
研
究
方
法

(
七
〇)
　

明
治
時
代
の
研
究
機
関

(
七
一)

四
　

明
治
時
代

の
科
学
者

と
そ

の
業
績

1
　
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
著
名
な
科
学
者

一
〇
〇
人
の
名
簿
　

七
三



移
植
と
創
造

の
科
学
者

一
〇
〇
人

(
七
三
)

2
　

数

学
　

八
○

近
代
的
数
学

の
確
立
過
程

(
八
〇)
　

『
東
北
数
学
雑
誌
』
(
八
二
)

3
　

天

文

学
　

八
四

東
京
天
文
台

(八四)
　

木
村
栄
、
Z
項
の
発
見

(
八六)

4
　

物

理

学

(
地
球
物
理
学
を
含
む
)
　

八
七

日
本
地
震
学
会

(
八
七)
　

田
中
館
愛
橘
と
日
本
全
国
地
磁
気
観
測

(
八九
)
　

中
央
気
象
台

(
九
〇)　

長
岡
半
太

郎
の
磁
気
歪
の
研
究
、
原
子
模
型
の
提
案

(
九二)

5
　

化

学

(農
藝
化
学
を
含
む
)
　

九
三

高
峰
譲
吉
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ソ
と
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
発
明

(
九三)
　

鈴
木
梅
太
郎
の
オ
リ
ザ
ニ
ン
の
発
見

(
九
五)

6
　

地

学
　

九
七

地
質
調
査
所

(
九
七)
　

近
代

地
理
学
の
建
設

(
九
八
)

7

　

生

物

学
　

九
九

進
化
思
想

の
普
及

(
九
九
)
　

ソ
テ
ツ
と
イ
チ

ョ
ウ
の
精
子
の
発
見

(
一
〇
〇
)
　

牧
野
富

太
郎

の

『
大
日
本
植
物

志
』
(
一〇
二
)

8
　

医

学
　
一
〇

三

北
里
柴

三
郎

の
破
傷
風
菌

の
純
培
養
と
血
清
療
法

の
創
始

(
一
〇
三
）
　
秦
佐
八
郎
の
サ
ル
バ

ル
サ
ン

(
六
〇
六
号
)

の
発
見

(
一
〇
七
)
　
野
口

英
世
の
黴
毒

ス
ピ

ロ
ヘ
ー
タ
の
純
粋
培
養
（
一
〇
九)

五
　

軍
事
技
術

の
跛蹟
行

的
進
歩

1
　

日
本
近
代
技
術
の
軍
事
的
性
格
　

一
一
二

軍
事
的
性
格
の
系
譜
(
一
一
二)

2
　

製

鉄

業
　
一
一
三

日
本
近
代
製
鉄

業

の
概
観

(
一
一
三
）　
官
営
八
幡
製
鉄
所

の
創
立
と
そ
の
発
展

(
一
一
六
)

3
　

造

船

技

術
（
一
一
八
）

製
艦
技
術
の
世
界
水
準
凌
駕
へ
の
迫
進
過
程

(
一
一八)

4
　

工

作

機

械
　
一
二
〇

工
作
機
械
製
作
技
術
の
劣
位

(
一
二〇)
　

工
作
機
械
工
業
の
発
展
過
程

(
一
二二)

5
　

化

学

工

業
　
（
一
二
四
）

下
獺
火
薬

の
世
界
的
反
響

(
一
二四)
　

重
化
学

工
業
の
立
ち
お

く
れ

(
一
二六)

6
　

無

線

技

術
　
一
二
六

無
線
通
信
技
術
に
お
け
る
世
界
的
地
位

(
一
二七)



六

　

電

氣

技

術

の
発

展

1
　

電
気

動
力

の
確

立
過
程
　
一
二

九

明
治
・
大
正
時
代
の
電
気
事
業
の
概
観

(
一
二九)
　

蒸
気
力
か
ら
電
気
力
へ
の
転
換
期
は
い
つ
か

(
一三
一)

2
　

電

気

学

会
　
一

三
三

電
気
学
会
の
創
立
と
そ
の
発
展

(
一三三)
　

日
本
電
気
工
芸
委
員
会
の
設
立
と
そ
の
業
績

(
一三五
)
　

電
気
試
験

所
の
設
立

(
一三七)

3
　

水
力
発

電

所

の
建

設
　
一

三
八

火
力
発
電
か
ら
水
力
発
電
へ
の
転
換

(
一三
八)
　

猪
苗
代
水
力
発
電
所
の
開
設
と
大
送
電
網
の
形
成

(
一四
一)

外
国
技
術
の
導
入
、
ゼ
ネ
ラ
ル
電
気
会
社
と
の
提
携

(
一
四
二
)

4
　

電
気

化
学

工
業
　
一
四

四

過
剰
電
力
消
化
の
一
方
法
、
電
気
化
学
工
業
の
勃
興

(
一
四四)
　

電
気
化
学
工
業
の
種
類

(
一
四五)

5
　

電
気

通
信
事

業
　

一四
六

有
線
電
信
施
設
の
整
備
拡
充

(
一四六)
　

有
線
電
話
事
業
の
遅
れ

(
一
四八)
　

無
線
電
信
電
話
及
び
放
送
事
業
(
一
四
九
）

七
　
科
学
教
育
機
関
の
拡
張

1
　

産
業

の
勃

興
と
学

校
策
　

一
五
〇

文
部
大
臣
井
上
毅
の
学
校
策

(
一
五○)
　

実
業
学
校
令
の
公
布

(
一
五
二
)

2
　

專

門
学

校

の
整

備
　

一五
三

専
門
学
校
の
創
立

一
覧
表

(
一
五三)
　

東
京
職
工
学
校
の
発
展

(
一
五
四
)

3
　

大
学

の
発

展
　

一五
五

帝
国
大
学
の
拡
張

(
一
五
五)　

大
学
令
の
公
布

(
一
五八)

4

　
科

学

教

育
　

一
五
九

理
科
教
育
思
想
の
う
つ
り
か
わ
り

(
一
五
九
）
　小
学
校
の
理
科

(
一
六
〇
)
　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
理
科
教
育
革

新
運
動

(
一
六
一
)
　

ゼ
ネ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
(
一
般
理
科
)
の
実
施

(
一六
二)

八

　

独

占

資

本

主

義

段

階

へ
の
突

入

1
　

経

済
恐
慌

の
襲

来
と
大

企
業
　
一
六

四

経
済
恐
慌
の
波
動
的
襲
来

(
一六
四)
　

日
本
に
お
け
る
独
占
資
本
主
義
の
段
階

(
一六六
)　

国
家
企
業
の
発
展

(
一六七
)

財
閥
の
支
配
機
構
　(
一
六
八
)

2
　

新

交
通

機
関

工
業
　
一
七
〇

新
交
通
機
関
の
出
現

(
一
七一)
　
自
動
車

工
業
の
概
観

(
一
七一)
　

航
空
事
業

(
一
七
三
)
　

航
空
機
工
業
(
一
七
五
)



3
　

科
学

研
究

機
関

の
発
展
　
一
七

六

科
学
の
産
業
へ
の
浸
潤

(
一
七六)
　

研
究
機
関
の
発
達
概
観

(
一七七
)
　

学
界

(
一
八
〇
)

4
　

理
化
学
研
究
所
　
一
八
〇

理
化
学
研
究
所
創
立
の
事
情

(
一
八
一
）
　

研
究
室
一
覧
(
一
八
三
）
　

研
究
業
績
(
一
八
五
）

5
　
巨
大

建

築

の

出

現
　
一
九
〇

ビ
ル
デ

ィ
ン
グ

建
築

の
発
展

(
一
九
〇)
　

研

究
所

の
建
築

(
一
九一)

九

　
農

林

水

産

技

術

の
躍

進

1
　

日
本
農
業
の
発
展
構
造
　

一九
三

日
本
農
業
の
特
質
(
一
九
三
)
　

日
本
農
業
の
発
展
、
時
代
区
分
(
一
九
四
)
　

日
本
の
自
然
的
環
境
(
一
九
六
)

2
　

農
学

の
進
歩
と
学
会

の
編
成
　

一九
七

農
科
大
学
の
開
設
と
学
会
の
編
成
(
一
九七)
　

品
種
の
改
良

(
一
九八)
　

外
山
龜
太
郎
の
研
究

(
二
〇
〇
)
　

農

業
の
機
械
化
(
二
〇
一
)

3
　

化
学
肥
料
工
業
　

二
〇
二

化
学
肥
料
の
種
類

(
二
〇
二
)
　

世
界
第
一
位
の
硫
安
生
産
高

(
二
〇三)
　
臨
時
窒
素
研
究
所

と
昭
和
電
工
(
二
〇
五
）

4
　
水
産
技
術
の
進
歩
　
二
〇
六

水
産
業

の
世
界
的
地
位

(
二
〇
六
)
　

日
本
水
産

業
の
発
展
、
時
代
区
分

(
二
〇七)
　
水

産
業

の
資
本
主
義
化

(
二
〇
八
)

十

　

大

正
・

昭

和

時

代

の
科

学

者

と

そ

の
業

績

1
　

日
本
学

術

の
中

枢
機
関
　
二
一

一

学
術
中
枢
機
関
の
う
つ
り
か
わ
り

(
二
一一)
　

帝
国
学
士
院

(
二
一
二
)

2
　

学
術

研
究
会
議
　
二
一

四

成
立
の
事
情

(
二
一
四
)
　

学
術
研
究
会
議
の
講
成

(
二
一六)
　

汎
太
平
洋
学
術
会
議

(
二
一
七
)

3
　

日
本

学
術

振
興
会
　
二
一
七

設
立
の
経
過

(
二
一七)
　

事
業
と
組
織

(
二
一八)

4
　

研
究

助
成
機

関
と
学

術
文

化
賞
　
二
二
一

研
究
助
成
奨
励
機
関

(
二
二
一
）
　学
術
文
化
賞

(
二
二二)

5
　

日
本
学

士
院
賞
　
二
二
二

は
じ
ま
り

(
二
二
二
)
　

数
学

(
二
二
三
)
　

天
文
学

(
二
二
三
)
　

物
理
学

(応
用
物
理
学
を
含
む
)
(
二
二
四
)
　

地

球
物
理
学

(
二
二
五
)
　

化
学

(応
用
化
学
、
薬
学
を
含
む
)
(
二
二六)
　

地
学

(
二
二八)
　

生
物
学

(
二
二八)

医
学

(
二
二九)
　

農
学

(
二
三
一
)
　

工
学

(
二
三
二
)
　

総
括

(
二三三
)

6
　

文

化

勲

章
　
二
三

五



文
化
勲
章
に
輝
く
人
々
(二三
五)
　

そ
の
業
績

(
二三六)

7
　

朝

日
文
化
賞
　
二
四
一

朝
日
文
化
賞
一
覧
表

(
二
四
一
)

8
　

日
本

の
代

表
的
発
明
　

二
四
三

機
械
工
業
に
お
け
る
代
表
的
発
明

(
二
四三)
　

化
学
工
業
に
お
け
る
代
表
的
発
明

(
二
四五)
　

電
気
工
業
に
お
け

る
代
表
的
発
明

(
二
四六)
　

繊
維
工
業
に
お
け
る
代
表
的
発
明

(二四八)
　

殖
産
に
お
け
る
代
表
的
発
明

(
二四八)

十
大
発
明
家
の
宮
中
賜
餐

(
二四九
)

十
一

　

重

工

業

の
確

立

、
科

学

の
動

員

1
　

日
本
工
業

構
成

の
変

化
　

二
五
一

軽
工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
転
換

(二五
一)
　

世
界
に
お
け
る
日
本
繊
維
工
業
の
地
位

(
二五三)
　

重
工
業
の
発

展

(二
五
五)

2
　

科

学

の
動
員
　

二
五
七

国
家
総
動
員
法
の
公
布

(
二五七
)
　

科
学
動
員
の
経
過

(
二
五八)

3
　

科
学
技

術

の
新
体

制
　
二
六
二

「科
学
技
術
新
体
制
確
立
要
綱
」
(二六二)
　

技
術
院
の
創
立

(
二六七
)
　

科
学
技
術
審
議
会

(
二六八)

4
　

兵

器

工

業
　
二
六
九

兵
器

工
業

の
概
観

(
二六
九
)
　

世
界
水
準
か
ら
み
た
日
本

の
航
空
機

工
業

(
二
七
一)
日
本

の

「
死
の
商
人

」
(
二
七
四
）

十

二
　
戰

後

の
科
学

と
技
術

1

　

ア
メ
リ
カ
科
学
使
節
団
の
批
判
　
二
七
五

世
界

で
第
四
十

二
位
の
日
本

の
生
活
水
準

(
二
七
五
）　

ア
メ
リ
カ
の
自
然
科
学
使
節

団

(
二
七八)

　

ア
メ
リ
カ
の

人
文
科
学
使
節
団

(二八
〇)

2
　
民
主
主
義

科
学

者
協
会

の
創

立
　
二
八
一

民
主
主
義
科
学
者
協
会

(
二
八
一
）
　
民
主
主
義
文
化
運
動の
系
譜
と
唯
物
論
研
究
会
の
活
動

(
二
八
四
)
　

小
倉
金

之
助
・
民
衆
の
科
学
者

(
二八八)

3
　
日
本

学
術

会
議

の
成

立
　
二
九
〇

日
本
学
術
会
議
S
c
i
e
n
c
e
 
C
o
u
n
c
i
l
 
o
f
 
J
a
p
a
n
 
と
は
何
か

(二
九
〇)　
日
本

学
術
会
議
の
お

い
た
ち

(
二
九
一
)

日
本
学
士
院
の
性
格

(
二
九
四
)
　

日
本
学
術
会
議
の
構
成
(
二
九
四
)

4
　

湯

川
秀
樹

と
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
　

二九
六

日
本に
お
け
る
原
子
物
理
学
の
系
譜

(
二
九
六
)

湯
川
理
論
展
開
の
径
路

(
二
九
八
)
　

湯
川
秀
樹
―

研
究
の
思

い
出

(
三
〇一)
　

武
谷
三
男
の

「三
段
階
論
」
(三〇
三)



5
　

戦
後

に
お
け

る

日
本

の
技
術
　

三
〇
四

工
業
技
術
庁
の
設
立
(三
〇
五)
　

科
学
技
術
の
振
興
に
関
す
る
国
会
の
決
議

(
三
〇
六
)
　

科
学
技
術
行
政
協
議

会
　
S
T
A
C

(
三
〇八)
　

『技
術
白
書
』　
(三〇九)
　

『
研
究
白
書
』
(
三
一
一
)　

わ
れ
ら
何
を
な
す
べ
き
か
(
三
一二
)

参

考

文

献
　

三
一三

事

頂

索

引
　

三
一七

人

名

索

引
　

三
二
六

科

学

年

表
　

巻
末


